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国語科学習指導案（中学校３年生）
単元名「 話を聞いて自分の表現に生かす 」

Ⅰ 単元の構想
１ 身に付けさせたい資質・能力および生徒の実態

身に付けさせたい資質・能力 生徒の実態
知識・技能 ・伝えたい事柄を、適切に表現できる言 ・略

葉を選択し、効果的に使うことができ
る力。

思考力・判断力 ・スピーチの工夫について考え、自分の ・略
・表現力 考えを広げたり深めたりすることがで
（話すこと きる力。
・聞くこと）

主体的に学習に ・よりよいスピーチにするための工夫を ・略
取り組む態度 積極的に取り入れてスピーチ原稿を作

成し、自分の思いをしっかりと伝えよ
うとする態度。

２ 目標
スピーチを聞き、内容や表現の仕方のよい点を学んで、自分の考えや表現に生かすことができる。

３ 評価規準
【知識・技能（ア）】
・自分の考えを伝えるときに、適切な語句を選び、効果的に使うことができる。 （１）イ

【思考・判断・表現（イ）】（話すこと・聞くこと）
・他の人のスピーチを聞いて、よりよいスピーチにするために工夫されていることを考え、自分の考
えを広げたり深めたりすることができる。 Ａ（１）エ

【主体的に学習に取り組む態度（ウ）】
・スピーチの内容を吟味し、表現を工夫して、自分の考えを伝えようとしている。

４ 単元計画および指導方針
時 過程 学習活動 評価 指導方針
１ つ ・高校生のスピーチを聞いて、よ イ ・表現の工夫を考える際には、身近な例を取り上

か りよいスピーチにするためには げることで、抵抗感を少なくする。
本 む どのような工夫が必要であるか ・グループでの話し合い活動の際、ホワイトボー
時 を考える。 ドを活用することにより、意見の比較・分類を

しやすくする。
２ 追 ・前時に学習した工夫を生かし ア ・いくつかのスピーチ原稿や国語便覧、国語事典、

究 て、スピーチ原稿を書く。 類義語辞典などを使って、効果的で印象的な言
す 葉を見つけられるよう支援する。
る ・一人ひとりが語彙を増やせるよう、丁寧な机間

指導を行う。
３ ま ・スピーチ発表会を行い、工夫し ウ ・互いに聞き合って、工夫した点が効果的だった

と た点やよかった点を伝え合う。 かを確認させることで、学習の成果を実感させ
め るとともに、伝え合う活動への意欲をもたせる。
る

Ⅱ 本時の学習
＜ねらい＞

高校生のスピーチを参考にして、よりよいスピーチにするためにはどのような工夫が必要であるか
考えることを通して、問いかけや体験談を交えたり印象的な言葉を用いたりすることの効果を実感す
ることができる。

学習活動 指導上の留意点
１ 少年の主張大会を振り返り、本時のめあてを
設定する。（５分） ・「話すこと・聞くこと」の学習にスムーズに入

れるよう、少年の主張大会でどのような発表が
よかったか振り返らせる。

・次週にスピーチ発表会を行うことを伝え、本時
の学習に必要感や見通しをもたせる。

・よりよいスピーチができるように学ぶことを、
クラスの生徒全員に意識させる。

２ 高校生のスピーチを聞き、よい点について個
人で考え、ホワイトボードにグループの考えを ・スピーチのモデルとして、高校生のスピーチを
記入する。（２０分） 聞かせる。
Ｔ：高校生のスピーチの内容で、よかったとこ ・スピーチの内容についての考えをはっきりさせ

ろはどんなところでしょう。また、それは るために、数人に感想を発表させる。

＜めあて＞

・スピーチの内容をよりよくするためには、

どのような工夫をしたらよいだろうか。
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なぜでしょう。 ・よかった点についての話し合いを効果的にする
Ｓ：聞いている人に問いかけるところがあった。 ために、まず個人で考えさせる。

問いかけられると、他人事ではなく、自分 ・グループで話し合うときは、必ず理由を添えて
に言われているような感じがした。 意見を言うように指示する。

Ｓ：体験談を入れていた。体験談があると、「あ ・理由の根拠になる言葉に当たれるよう、スピー
っ、同じようなことがあった」と自分のこ チの原稿を配付しておく。
とのように感じられて共感できた。なるほ ・しっかりと話し合う場面を確保するために、話
どと思えて説得力があった。 し合いが進んでからホワイトボードを配布す

Ｓ：考えてもみないようなことが書かれていて、 る。
驚いた。「食が今の人間社会の原点を築いて ・机間指導を行い、生徒の考えを把握しておき、
いた」なんて考えたことがなかったから、 意見の共有の際の意図的指名につながるように
興味を持って聞けた。 する。

Ｓ：難しい言葉遣いをしているところがあって、
その言葉が印象に残った。

３ ホワイトボードに記入したことをもとに、全
体で話し合い、共有する。（１５分）
Ｔ：各グループから出された意見で、共通して

いることはどんなことでしょう。また、違
うことはどんなことでしょう。

Ｓ：問いかけているということは、どのグルー
プからも出ていた。

Ｓ：言葉遣いについては、気づいたグループが
少なかった。

Ｔ：例えば、どのような言葉が印象的でしたか。
Ｓ：「あまねく」「食物連鎖」「命のリレー」「人 ・表現方法の工夫だけでなく、着眼点のよさや情

間社会の原点」「称え敬う」「多大なる」 報の新鮮さ、話の構成の巧さにも触れる。

Ｔ：よりよいスピーチにするために必要なこと
は、言葉遣いや言い回しだけでしょうか。
他に必要なものはありますか？

Ｓ：構成を工夫すること。
Ｓ：伝えたいと思うことを持つこと。
Ｓ：視野を広くして、いろいろなものを見たり

感じたりすること。
Ｓ：学んだことを繋げて考えること。

４ 本時のめあてに対するまとめを確認し、学習
内容を振り返る。（１０分）

・めあてとの整合性を意識してまとめることがで
きるよう、再度めあてを確認する。

・本時の学習内容を各自でまとめ、ノートに記述
させる。

・意図的指名により、数人の生徒にまとめた内容
を発表させ、全体のまとめとする。

・学習内容に合わせて、学びを実感できる振り返
りの視点を提示する。

板書計画

＜まとめ＞

よりよいスピーチにするための工夫

①視野を広くして伝えたいことを持つ。

②体験談を交えて説得力をもたせる。

③問いかけや新たな情報を入れて構成を考え

る。

④四字熟語や比喩など印象的な言葉を使う。

＜振り返り＞（学習を生かす視点）

Ｔ：これからどんなスピーチをしたいと思いますか。

Ｓ：自分らしい内容を、体験談を交えて伝えたいと思います。

【評価項目】思考・判断・表現（イ）

（ノート・発言）

スピーチを聞いて、共感を得られる内容に

するための工夫や、体験談を交えたり印象的

な言葉を用いる表現のよさに気づいている。
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